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It has been considered that teachers should decide whether students can use their first language 
or not in the foreign language classroom. But it should be decided by learners. In this paper, I 
investigated whether the students control the use of their first language where the teacher 
provides students with both high freedom and high structure. A result showed that if learners 





































ブダペストの K大学日本学科が開設する「会話 IV」（2013年 2～4月、全 10回。初
中級者対象）。同コースの目標は、あらかじめ用意された資料や自分で調べてきたデー
タについて①調査の目的や方法そしてデータについて聞き手が理解できるように説明









































































































事例 2では Aが Bの発話を受け、課題資料が国内旅行をデータ化したものであるこ
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 B-1．次の課題選び、役割決め 2/10 
 
このうち 15例は 1語のみがハンガリー語となったものであり、3例は 1文のみがハン
ガリー語となったものであった。2 文以上のハンガリー語使用があったのは 3 例にす
ぎず、それらはいずれも A－3「課題とは関係ない雑談」中に発生したものであった。 
 
事例 6 1～4のやりとりにおいて 1語のみハンガリー語が現れた例 
1：私は違う国に出て戻りたくないというジェネレーションです。 
2：暮らすのは難しい 












また 1文のみハンガリー語が現れた３例や 1語のみハンガリー語が現れた 15例のう


















 1～4は 7回の授業のすべてにおいて 1～4以外の学生とも一緒に活動を行っていた。
このうち、1～4 以外の学生の中で課題遂行部分以外で 1～4 とのやりとりでの発話総
数が 10回以上あった者 4名をア～エとし分析対象とした。 














会話レベル ハンガリー語での 1往復以上のやりとりが最低 1回はあったもの 
 
表 4 ア～エ、1～4のハンガリー語使用 
 総やりとり数 ハ語未使用 語レベル 文レベル 会話レベル 
① 35 5 1 14 15 
② 58 23 9（3） 23 3(3) 
③ 17 14 3（1） 0 0 
（  ）内の数字は全体における 1～4によるハンガリー語使用 
 
まず、①のア～エ同士のやりとりでは、35 例中 30 例でハンガリー語が使用されてい
た。そしてこのうち半数が会話レベルでのハンガリー語使用であった。一方、②のア






















・ ②のア～エと 1－4の 1対 1のやりとりでは、事例 9,10でも見られるように 1
～4がア～エから出される語彙や表現に関する質問に答えたり、ア～エに対し
て課題の流れの確認や修正を行っていた。 
・ ①（ア～エ同士）よりは②（アと 1～4の 1対 1）、②よりは③（アと複数の 1
～4）のやりとりで、課題内容に関する議論の割合が多くなっていた。（①35
例中 6例、②57例中 18例、③17例中 14例）なおやりとりにおける課題内容
に関する議論の出現数について、カイ二乗検定にて比較を行ったところ、①
と③、②と③で、いずれも 1％の有意水準で差が見られた（①と③が P＝0.00001、
②と③が P ＝0.00021）。 
 
表 5 ①、②、③におけるやりとりの質（特に数が多かったもの） 






















て 1～4のやりとりが活性化される例が 14例中 8例に見られた。 
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